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地域住民を対象とした骨粗鬆症スクリーニング追跡調査 
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研究要旨：地域住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD)スタデ

ィにおいては、2005年に開始したベースライン調査において DXAを用いて腰椎、大腿骨の骨密

度を測定し、骨粗鬆症（OP）の早期発見に努めている。さらに、3、7、10、13年後の追跡調査

においても、同様の調査を実施している。2022年度は和歌山県山村部において、ROADスタディ

17年目の第 6回調査を実施し 685人（男性 233人、女性 452人、平均年齢 68.4歳）の参加を得

た。参加者には FRAX、OSTT、既往骨折に加えて以下の項目の調査を実施した：1)問診票 400項

目による生活習慣、自覚症状、QOL、栄養調査など 2)全身の骨・関節に関する理学所見、3)血

圧、身長、体重、翼幅、手首回り、腹囲、握力の測定、4)開眼片足立ち検査、いす立ち上がり検

査、歩行速度、5)DXAにて骨密度を測定、6)X線撮影、7)インピーダンス法により、四肢筋量を

測定、8)大腿四頭筋力の測定、9)血液、尿検査:血算、血糖、HbA1c、脂質、腎機能、肝機能、炎

症マーカー、内因性ホルモン、骨軟骨代謝マーカー等、尿潜血、糖、蛋白測定、10)MMSEによ

り認知機能検査を実施、11)脳MRI検査：脳萎縮度の判定、12) 要介護、死亡、転出の有無。得ら

れたデータの確認を実施した後、データ入力を終え、ROADコホート 17年目の第 6回調査（山

村部)骨粗鬆症検診スクリーニング解析用データセットを完成した。 

 

A．研究目的 

骨粗鬆症（OP）検診実施率は全国平均で 5.0%と極

めて低く、地域差も大きい と報告されている(骨

粗鬆症財団ニュースリリース 2018.12.3, The 

Journal of Japan Osteoporosis Society 4, 513, 2018)。

さらに OP 検診の手法や対象者の年齢、実施間隔

も統一されておらず、それらの効果も明らかでは

ない。 

科学的根拠に基づいた骨粗鬆症の予防方法お

よび検診手法について検討し、エビデンスに基づ

く持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制を構築

し、骨粗鬆症検診マニュアルを作成することを目

的として研究を実施している。 

我々は、効果的な OP 検診の導入に向けて、そ

の有力なツールと考えられる Fracture Risk 

Assessment Tool （ FRAX）、Osteoporosis Self-

assessment Tool for Asians （OSTA） 、既往骨折

の有無について、要精査の範疇に入る対象者を最

も効率よく検出するためのカットオフ値を検討

することを目的として疫学調査を実施した。 

 

B．研究方法 

FRAX，OSTA, 既往骨折の有無を用いて最適な

カットオフ値を設定するために、我々が 2005 年

に設定し追跡管理している ROAD スタディのベ

ースラインデータから、解析用データセットを作

成し分析した。 

加えて、本年度は、2022年度は和歌山県山村部

において、ROAD スタディ 17 年目の第 6 回検診

を実施した。検診参加者には FRAX、OSTA、既往

骨折の情報に加えて以下の項目の調査を実施し

た：1)問診票 400項目による生活習慣、自覚症状、

QOL、栄養調査など 2)全身の骨・関節に関する理

学所見、3)血圧、身長、体重、翼幅、手首回り、腹

囲、握力の測定、4)開眼片足立ち検査、いす立ち

上がり検査、歩行速度、5)DXAにて骨密度を測定、

6)X線撮影、7)インピーダンス法により、四肢筋量

を測定、8)大腿四頭筋力の測定、9)血液、尿検査:

血算、血糖、HbA1c、脂質、腎機能、肝機能、炎
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症マーカー、内因性ホルモン、骨軟骨代謝マーカ

ー等、尿潜血、糖、蛋白測定、10)MMSEにより認

知機能検査を実施、11)脳 MRI 検査：脳萎縮度の

判定、12) 要介護、死亡、転出の有無。得られたデ

ータの確認を実施した後、データ入力を終え、個

人情報を消去し、ROADコホート 17年目の第 6回

調査（山村部)骨粗鬆症検診スクリーニング解析用

データセットを完成した。 

 

C．結果 

効果的な OP 検診の導入に向けて、その有力なツ

ールと考えられる FRAX、OSTA、既往骨折の有無

について、要精査の範疇に入る対象者を最も効率

よく検出するためのカットオフ値については、総

括の欄で報告した。 

ROADスタディ第6回調査(17年め)については、

山村住民 685人（男性 233人、女性 452人、平均

年齢 68.4歳）の参加を得た。得られた情報のデー

タ入力を終了し、ROADコホート 17年目の第 6回

調査（山村部)骨粗鬆症検診スクリーニング解析用

データセットを完成した。 

 

D．考察 

ROAD スタディベースラインデータを用いて、

FRAX,OSTA,既往骨折の有無を用いた OP スクリ

ーニングについて要精査の範疇に入る対象者を

最も効率よく検出するためのカットオフ値を決

定した。同時に 17 年目の ROADスタディ第 6回

調査を山村住民 685人（男性 233人、女性 452人、

平均年齢 68.4歳）を対象として実施した。検診項

目決定後、これら直近の ROADスタディ住民デー

タを用いて、検診の流れの確認を行い、検診の

feasibilityを検討する予定である。 

 

E．結論 

FRAX,OSTA,既往骨折の有無を用いた OP スクリ

ーニングのカットオフ値を決定することに貢献

し、17 年目の ROAD スタディ第 6 回調査完了し

た。 
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子、吉村典子、田中栄：骨量減少者発見の

ための OSTAの活用 男女における妥当

性の検証：第 24回日本骨粗鬆症学会、

2022.9.2-4、大阪市 

10. 吉村典子、飯高世子：要介護予防における

ロコモ度 3の有用性：地域住民コホート

ROADスタディより：第 81回日本公衆衛

生学会総会、2022.10.7-9、甲府市 

11. 飯高世子、吉村典子：サルコペニアの疫

学：有病率と発生率 -The ROAD study-：

第 81回日本公衆衛生学会総会、2022.10.7-

9、甲府市 

12. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、岡敬之、

中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：

地域住民コホートからみたサルコペニアの

発生率と危険因子：第 9回日本サルコペニ

ア・フレイル学会大会、2022.10.29-30、草

津市 

 

■ 講演会、シンポジウム 

1. 橋爪洋、吉村典子、岡敬之、浅井宜樹、

佐々木貴英、岩崎弘樹、長田圭司、筒井俊

二、田中栄、吉田宗人、山田宏：シンポジ

ウム 54 サルコペニアと腰痛：サルコペ

ニアと脊柱アライメント不良 ―The 

Wakayama Spine Study―：第 95回日本整形

外科学会学術総会、2022.5.21、神戸市 

2. 吉村典子：シンポジウム 19 領域横断的

なフレイル・ロコモ対策の推進：ロコモテ

ィブシンドローム、フレイル、サルコペニ

アの疫学：ROADスタディ 2012-2019よ

り：第 64回日本老年医学会学術集会、

2022.6.3、大阪市 

3. 吉村典子：シンポジウム 3 フレイル・サ

ルコペニアと骨粗鬆症：The ROAD 

study：第 42回日本骨形態計測学会、

2022.7.1、米子市 

4. 吉村典子：教育講演 3 わが国の骨粗鬆症

による骨折の現現状とその長期トレンド：

第 42回日本骨形態計測学会、2022.7.2、米

子市 

5. Yoshimura N: Session 2: “Is there still a place 

for radiography in OA research?”: Ten-Year 

Differences in the Joint Space Width and 

Osteophyte Area of the Knee Joint in Japanese 

Men and Women: Comparison between 

Baselien and the 4th ROAD Study Surveys: 

IWOAI 2022, Tokyo, 2022.7.6 

6. 吉村典子、飯高世子：シンポジウム 2：日

本医学会フレイル・ロコモ宣言 2022 フ

レイルとロコモの疫学 The ROAD Study

より：第 33回日本運動器科学会、

2022.7.9、札幌市 
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7. 吉村典子：教育講演 2 ロコモの疫学：地

域住民コホート ROADの追跡：第 35回日

本臨床整形外科学会学術集会 心おどる阿

波学会 徳島、2022.7.18、徳島市 

8. 堀井千彬、飯高世子、伊木雅之、藤原佐枝

子、吉村典子、田中栄：シンポジウム 13 

骨粗鬆症健診の普及をめざして：コホート

調査から見た FRAX, OSTA の有用性：第

24回日本骨粗鬆症学会、2022.9.4、大阪市 

9. 吉村典子：スポンサードシンポジウム 1

「オステオサルコペニアにおける最近の話

題」：オステオサルコペニアの疫学：第 9

回日本サルコペニア・フレイル学会大会、

202210.29、草津市 

10. 大塚祐多、飯高世子、吉村典子：スポンサ

ードシンポジウム 1「オステオサルコペニ

アにおける最近の話題」：サルコペニアお

よびオステオサルコペニアと食事栄養の関

係性－地域住民コホート ROADスタディ

より－：第 9回日本サルコペニア・フレイ

ル学会大会、202210.29、草津市 

11. 吉村典子：学会企画シンポジウム 3「フレ

イル・ロコモ国風のための医学会宣言を推

進するために」：ロコモティブシンドロー

ムとフレイルの疫学 : 地域住民コホート 

ROAD の追跡結果より：第 9回日本サル

コペニア・フレイル学会大会、

202210.29、草津市 

12. 吉村典子：シンポジウム 1 ロコモティブ

シンドロームの最前線：新しいロコモの指

標ロコモ度 3 の有用性：地域住民コホート 

ROAD スタディから：第 37回日本整形外

科学会基礎学術集会、2022.10.13、宮崎市 

13. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、田中健之、大

野久美子、石倉久年、飯高世子、浅井真、

神永尚人、小川純人、田中栄：トランスレ

ーショナルリサーチ 4 腰椎・胸部正面 X

線画像から骨密度推定値を出力する AI骨

粗鬆症診断補助システム：第 37回日本整

形外科学会基礎学術集会、2022.10.13、宮

崎市 

14. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウ

ム 16 運動器疾患の疫学研究：運動器疾

患を主たるターゲットとした population-

based cohort study ROAD 2005-2022：第 37

回日本整形外科学会基礎学術集会、

2022.10.14、宮崎市 

 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

 3.その他 

 なし 

 

 


